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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

昭
和
戦
前
期
の
神
道
・
国
学
と
社
会
に
関
す
る
一
考
察

―
藤
澤
親
雄
の
西
欧
政
治
思
想
・
國
體
思
想
を
中
心
に

―

上　

西　
　
　

亘　
　

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
昭
和
戦
前
期
の
神
道
界
と
社
会
情
勢
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
多
く
の
学
者
が
試
み
た
、「
國
體
」
と
い
う
概

念
や
、
国
学
者
の
再
評
価
の
動
き
な
ど
を
非
常
時
体
制
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
「
戦
前
期
」
と
い
う
時
代
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
藤
澤
親

雄
の
著
作
を
通
し
て
、
そ
の
思
想
形
成
・
発
展
を
考
察
し
、
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
の
関
係
を
再
考
す
る
足
掛
か
り
と
す
る（

1
）こ

と
に
あ

る
。

　
「
昭
和
戦
前
期
」
の
特
徴
と
し
て
、
他
領
域
の
学
者
が
、
時
局
を
鑑
み
て
、
専
門
領
域
に
織
り
交
ぜ
て
国
民
・
国
家
論
を
展
開
す
る
と

い
う
論
考
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
戦
局
の
拡
大
に
伴
っ
て
一
般
書
籍
・
雑
誌
に
も
登
場
し
、「
流
行
」
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、

筆
者
の
主
な
研
究
対
象
で
あ
る
幕
末
・
維
新
期
の
国
学
者
の
「
再
評
価
」
お
よ
び
「
再
顕
彰
」
が
な
さ
れ
、
昭
和
前
期
の
様
々
な
論
考
に

縷
縷
見
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る（

2
）。

か
か
る
時
局
、
世
相
が
相
俟
っ
て
、
今
日
、
当
該
時
期
を
取
り
上
げ
る
と
、
一
様
に
「
オ
カ
ル
テ
ィ
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ズ
ム（

3
）」

や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
一
括
り
で
語
ら
れ（

4
）、

思
惟
の
詳
細
を
分
析
し
た
論
考
は
思
い
の
ほ
か
尠
い
。
し
か
し
、
昭
和
前
期
の
思
想

を
語
る
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
対
象
と
し
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
に
お
い
て
も
、
当
時
の
影
響
力
を
鑑
み
て
前
後
の
時
代
状
況

や
思
想
の
推
移
な
ど
を
丹
念
に
検
証
・
比
較
し
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
該
時
期
の
近
代
日
本
思
想
史
研
究
上
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

二
、
藤
澤
親
雄
研
究
の
意
義

　

今
回
、
藤
澤
親
雄
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
大
國
隆
正
と
い
う
近
世
に
お
け
る
国
学
者
・
神
道
思
想
家
の
営
為
に
影
響
さ
れ
た
人
物
と
い

う
枠
組
み
の
み
な
ら
ず
、「
超
国
家
主
義
」
を
展
開
す
る
、「
時
局
」
に
直
面
し
た
学
者
で
あ
り
、
な
お
且
つ
当
時
の
思
想
界
に
大
き
な
影

響
力
を
行
使
し
得
る
位
置
を
確
保
し
て
い
た
人
物
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
「
再
評
価
」「
再
検
証
」
が
な
さ
れ
て
い
く
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
、
戦
前
期
の
神
道
・
国
学
と
社
会
の
相
関
関
係
を
理
解
す
る
上
で
の
一
つ
の
視
点
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
昭
和
戦
前
期
の
神
道
・
国
学
と
社
会
を
考
え
る
上
で
な
ぜ
藤
澤
を
と
り
あ
げ
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
履
歴
等
を
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
明
示
し
て
お
き
た
い
。
藤
澤
は
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
九
月
一
八
日
、
帝
国
大
学
理
科
大
学
教
授
の
数
学
者
藤
澤
利

喜
太
郎
の
長
男
と
し
て
東
京
小
石
川
に
生
ま
れ
、
開
成
中
学
、
第
一
高
等
学
校
へ
と
進
み
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
東
京
帝
国
大
学
法

学
部
仏
法
科
を
卒
業
。
卒
業
後
に
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
農
商
務
省
に
入
省
、
商
工
局
工
場
監
督
官
補
、
特
許
局
審
理
官
（
叙
従
七
位
）

を
経
て
、
満
鉄
東
亜
経
済
調
査
局
職
員
と
な
り
、
外
務
省
事
務
官
等
を
歴
任
。
大
正
一
〇
年
一
月
に
外
務
事
務
官
（
叙
高
等
官
七
等
）
に

任
ぜ
ら
れ
国
際
連
盟
事
務
局
員
と
兼
務
、
大
正
一
一
年
に
は
同
事
務
局
情
報
部
次
長
に
昇
格
す
る
。
そ
の
後
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し

て
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
な
ど
、
海
外
情
勢
に
も
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
は
豊
富
な
海
外
経
験
と
語
学
力
を
評
価
さ
れ
、
大
正

34
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一
四
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
に
て
国
際
連
盟
に
関
す
る
講
義
を
持
ち
、
同
年
九
州
帝
国
大
学
に
法
文
学
部
が
新
設
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
同

大
学
の
教
授
に
就
任
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
同
大
学
教
授
を
辞
し
て
同
七
年
に
文
部
省
国
民
精
神
文
化
研
究
所
嘱
託
、
同
八
年
に

海
軍
省
嘱
託
、
同
一
〇
年
大
東
文
化
協
会
理
事
兼
大
東
文
化
学
院
教
授
、
同
一
二
年
内
閣
情
報
部
嘱
託
（
正
六
位
）、
同
一
三
年
日
独
同

士
会
思
想
部
長
と
な
る
な
ど
、
政
治
学
者
と
し
て
斯
界
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た（

5
）。

　

藤
澤
の
近
代
政
治
思
想
に
お
け
る
主
張
は
、
英
米
を
中
心
と
し
た
西
欧
を
中
心
と
し
た
自
由
主
義
社
会
や
資
本
主
義
社
会
に
対
す
る
激

し
い
排
撃
と
、
ソ
連
を
中
心
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
体
制
批
判
が
主
で
あ
る
が
、
戦
局
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
西
欧
と
日
本
の
政
治

比
較
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
国
柄
で
あ
る
「
國
體
」
を
説
明
す
べ
く
、
所
謂
「
偽
書
」
と
さ
れ
る
資
料
や
、
当
時
学
問
的
に
否
定
さ

れ
て
い
た
神
代
文
字
の
考
察
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
更
に
、
契
丹
と
日
本
民
族
が
同
祖
で
あ
る
論
や
、
ミ
ュ
ウ
大
陸
（
ム
ー
大
陸
）
が
記

紀
神
話
に
お
け
る
国
生
み
の
際
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ど
、次
第
に
「
超
古
代
」
的
文
献
や
伝
説
を
用
い
た
「
超
国
家
主
義
」

（
ウ
ル
ト
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
論
者
へ
と
変
化
し
、
精
神
論
が
主
張
の
中
心
に
置
き
換
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　

藤
澤
は
、
こ
の
「
超
国
家
主
義
」
の
学
問
的
根
拠
に
、
国
学
者
の
「
言
霊
学
」
や
「
神
代
文
字
」
な
ど
、
学
問
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る

言
説
を
用
い
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
根
源
に
日
本
人
が
あ
る
こ
と
の
証
左
と
し
た
。
例
え
ば
藤
澤
は
、
日
露
戦
争
時
に
鴨
緑
江
軍
兵
站
経
理

部
長
（
後
に
陸
軍
主
計
監
ま
で
累
進
）
で
あ
っ
た
浜
名
寛
祐
が
入
手
し
た
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
一
）
年
に
奉
天
に
て
発
見
さ
れ
た
『
契

丹
古
伝
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
古
代
民
族
「
東
大
神
族
」（
シ
ウ
カ
ラ
）
の
存
在
を
典
拠
と
し
て
、
日
本
・
満
州
・
中
国
・
朝
鮮
民
族
は

元
を
た
ど
れ
ば
同
祖
で
あ
り
、
そ
の
証
左
に
「
神
代
文
字
」
の
多
様
性
を
説
き
、
各
文
字
や
言
語
が
日
本
を
起
源
と
し
て
展
開
さ
れ
た
と

述
べ
る
。
國
體
の
「
学
問
的
」
根
拠
を
求
め
る
際
に
、
大
國
隆
正
の
造
化
三
神
の
神
観
念
（「
産
霊
」
の
働
き
、「
家
職
産
業
論
」
等
）
に

影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所（

6
）や

、
所
謂
万
国
総
帝
論
を
引
用
し
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
の
理
論
的
根
拠
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る（

7
）。

35
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か
か
る
藤
澤
親
雄
の
思
想
に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
大
谷
伸
治（

8
）や

今
井
隆
太（

9
）が

論
及
し
て
い
る
位
で
あ
る
。
大

谷
は
藤
澤
を
政
治
学
の
面
か
ら
多
く
の
著
作
に
あ
た
っ
て
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
大
谷
は
政
治
学
、
政
治
思
想
の
面
か
ら
の
言
及
で
あ

り
、
藤
澤
の
神
道
説
に
関
し
て
は
言
及
・
分
析
は
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
藤
澤
が
重
視
し
た
「
産
霊
の
働
き
」
の
理
論
を
「
個

別
化
的
作
用
（
個
人
主
義
）
と
統
合
化
的
作
用
（
全
体
主
義
）
を
綜
合
し
「
道
」
や
「
産
霊
」
と
い
う
日
本
的
・
東
洋
的
な
言
葉
を
冠
し

な
が
ら
も
、
西
欧
的
な
政
治
思
想
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
を
説
い
て
い
た）

10
（

」
と
大
谷
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
藤
澤
の
政
治
体
制

や
政
治
思
想
を
論
じ
た
著
作
を
語
る
に
は
、
藤
澤
の
述
べ
る
西
洋
思
想
と
関
連
付
け
て
日
本
の
國
體
を
論
じ
る
と
い
う
形
式
の
も
と
と
な

る
、
藤
澤
の
天
皇
観
・
神
道
観
・
國
體
に
つ
い
て
こ
そ
考
察
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
ま
ず
は
国
民
精
神
文
化
研
究
所
嘱
託
と
な
っ
た
昭
和
九
（
一
九
三
一
）
年
を
起
点
と
し
、
日
米

開
戦
前
後
迄
の
著
作
を
通
じ
て
、
藤
澤
の
政
治
思
想
を
概
観
し
、
考
察
を
試
み
た
い
。　
　
　
　

三
、
藤
澤
親
雄
の
政
治
思
想
研
究
の
変
遷　

―
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
性
格
―

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
藤
澤
は
国
際
連
盟
で
の
経
験
や
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
な
ど
海
外
で
の
豊
富
な
知
識
を

通
じ
て
、
西
欧
近
代
思
想
と
日
本
の
國
體
あ
る
い
は
皇
道
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
藤
澤
の
著
作
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
な
か
で
も
西

欧
の
近
代
政
治
思
想
を
考
察
し
た
上
で
、
日
本
と
比
較
検
討
し
た
著
作
を
時
代
別
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、
藤
澤
の
政
治
思
想
に
い
か
な
る

発
展
・
変
遷
が
見
ら
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
は
昭
和
八
年
三
月
三
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體）

11
（

』
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

36
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①　
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』

　
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
に
お
い
て
、
藤
澤
は
西
欧
諸
国
哲
学
界
の
傾
向
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス

の
論
を
引
用
し
、「
近
代
人
は
一
つ
の
限
界
的
状
勢
（Grenzsituation

）
に
在
る
…
從
來
生
活
樣
式
及
び
思
想
生
活
に
對
し
て
根
本
的

な
る
懐
疑
を
持
ち
、
突
如
と
し
て
極
度
の
精
神
的
不
安
に
陷
つ
て
ゐ
る
」
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
西
欧
と
中
心
と
し
た
民
衆
を
ヤ
ス

パ
ー
ス
の
基
本
概
念
で
あ
る
所
謂
「
限
界
状
況
」
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
従
来
型
の
個
人
主
義
に
立
脚
し
た
前
近
代
的
な
政
治
体
制

に
は
限
界
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る）

12
（

。
こ
の
よ
う
に
社
会
が
不
均
衡
で
あ
り
且
つ
、
人
類
史
上
初
の
大
規
模
戦
争
と
な
っ
た
第
一
次
世
界
大

戦
の
主
戦
場
で
あ
っ
た
当
時
の
欧
州
情
勢
下
に
あ
っ
て
勃
興
し
た
政
治
思
想
（
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ス
運
動
）
に
つ

い
て
藤
澤
は
解
説
を
試
み
る
。

　

ま
ず
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
藤
澤
は
論
じ
る
が
、
ま
ず
は
藤
澤
の
理
想
と
す
る
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
国
家
に
属
す
る
人
間
が
宗
教
的
信
念
と
倫
理
的
情
操
と
生
物
的
欲
望
衝
動
が
本
末
の
関
係
に
よ
っ
て
一
体
と
な
る
関
係
が

最
も
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
す
る）

13
（

。
そ
し
て
、
抽
象
遊
離
す
る
人
々
と
宗
教
（
真
の
権
威
）
が
共
存
し
、
連
関
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
本
来
の
国
家
と
し
て
の
政
治
体
制
が
機
能
す
る
と
い
う
考
え
が
前
提
に
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ル
シ
ェ
イ

ズ
ム
は
、
個
人
主
義
の
限
界
を
示
す
政
治
体
制
と
し
て
の
「
現
実
的
解
決
策
」
の
一
つ
と
藤
澤
は
指
摘
し
て
は
い
る）

14
（

が
、
同
時
に
個
人
主

義
の
誤
っ
た
「
発
展
・
変
化
」
の
形
で
あ
り
、
自
然
の
摂
理
と
合
わ
な
い
非
常
に
危
険
な
思
想
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

　

第
一
に
「
搾
取
な
き
社
会
の
実
現
」
を
志
向
し
表
面
的
に
は
正
常
に
政
治
シ
ス
テ
ム
が
履
行
さ
れ
て
い
る
様
に
は
見
え
る
が
、
実
際
に

は
新
た
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
一
握
り
の
存
在
で
あ
る
共
産
党
幹
部
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
大
多
数
の
労
働
者
階
級
は
絶
対
的
な
服
従

を
強
い
ら
れ
る
新
た
な
暴
力
支
配
階
級
が
誕
生
し
た
に
過
ぎ
な
い
事
を
示
唆
し
、
そ
の
構
造
を
「
新
た
な
奴
隷
制
度
の
復
興
」
と
断
じ
て

い
る）

15
（

。
具
体
例
と
し
て
藤
澤
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
五
カ
年
計
画
に
言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
現
在
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ヤ
の
獨
裁
者
ス
タ
ー

37
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

リ
ン
は
、
五
カ
年
計
劃
の
實
施
に
よ
つ
て
大
衆
の
信
望
を
つ
な
が
ん
と
慾
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
、
ロ
シ
ヤ
の
經
濟
状
況
は
頗
る
惡
化
し
、

生
産
は
減
少
し
、
貧
困
は
一
般
化
し
、
一
般
の
大
衆
は
絶
ち
難
き
生
活
不
安
に
陷
つ
て
ゐ
る
。
只
僅
か
に
共
産
黨
の
壓
迫
に
よ
つ
て
事
な

き
を
得
て
ゐ
る
状
態
で
あ
る）

16
（

。」
と
共
産
主
義
に
基
づ
く
ソ
連
の
失
政
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

第
二
に
宗
教
を
排
除
す
る
政
治
体
制
は
藤
澤
に
と
っ
て
到
底
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
く
「
思
ふ
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
國
家
の
指
導
原
理

た
る
マ
ル
ク
ス
共
産
主
義
は
、
唯
物
的
人
間
觀
の
偏
狹
な
る
立
場
に
執
着
し
、
す
べ
て
の
社
會
現
象
を
唯
物
經
濟
論
と
階
級

爭
論
の
見

地
よ
り
解
釋
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
國
家
に
於
て
、
宗
教
は
阿
片
の
如
き
も
の
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
又
深
き
形
而
上
的
な
根
據
を
有
す
る
人
間
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
道
德
的
情
操
を
不
當
に
無
視
し
て
ゐ
る）

17
（

。」
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の

構
造
的
な
欠
陥
を
示
し
て
い
る
。

　

第
三
に
自
然
の
摂
理
に
反
す
る
こ
と
を
親
子
の
繋
が
り
を
例
示
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
…
親
と
子
の
間
に
於
て
ア
プ
リ
オ

リ
に
發
生
す
る
深
き
道
德
的
情
操
關
係
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
親
が
子
に
對

す
る
本
質
的
な
慈
愛
も
、
子
が
親
に
對
す
る
極
く
自
然
な
恩
誼
も
否
定
せ
ら
れ
る
。
併
し
、
親
子
の
愛
は
人
類
道
德
の
基
調
を
構
成
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
否
定
し
て
、
眞
な
る
意
味
に
於
け
る
人
類
愛
を
實
現
せ
ん
と
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る）

18
（

。」
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

先
述
し
た
藤
澤
の
理
想
と
す
る
国
民
・
国
家
の
理
想
像
と
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
は
大
き
く
か
け
離
れ
た
思
想
で
あ
る
と
言
え
る
。
近
代
に
お

い
て
死
や
苦
痛
、
争
闘
や
原
罪
な
ど
、
最
早
西
欧
近
代
人
は
従
前
の
方
法
で
は
現
況
を
脱
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
限
界
状
況
」
に
あ
り
、

人
も
国
家
も
構
造
的
・
思
想
的
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
民
族
に
先
天
的
に
存
在
す
べ
き
で
あ
る
普
遍
的
に
有
す
る
も
の

が
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
に
は
な
い
と
い
う
違
和
感
を
「
親
と
子
の
人
倫
關
係
を
幾
ら
機
械
的
な
個
人
主
義
的
な
關
係
に
解
消
し
、
そ
の
間
の

關
係
は
單
な
る
利
益
交
換
關
係
で
あ
る
と
理
論
づ
け
た
所
で
、
依
然
と
し
て
我
々
は
道
徳
的
志
向
性
は
繼
續
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
…
ボ

ル
シ
ェ
ヸ
ズ
ム
は
搾
取
な
き
理
想
社
會
を
夢
想
す
る
も
の
に
違
ひ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
指
導
原
理
た
る
マ
ル
ク
ス
共
産
主
義
は
、
部
分

38
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

人
的
觀
念
た
る
個
人
主
義
の
域
を
脱
し
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
「
分
裂
よ
り
統
合
へ
」「
末
梢
よ
り
本
幹
へ
」
の
傾
向
を
強
く
示
し
て
ゐ
る

現
代
人
の
精
神
的
要
求
に
ぴ
つ
た
り
と
來
な
い
の
で
あ
る）

19
（

。」
と
論
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
理
論
に
関
連
付
け
、「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ア
は
端
的
に
人
間
は
ゾ
ル
ゲ
で
あ
る
と
言
つ
て
ゐ
る
。
此
の
場

合
の
ゾ
ル
ゲ
は
、
志
向
性
と
同
じ
意
味
で
あ
ら
う
。
故
に
、
人
間
の
地
的
ゾ
ル
ゲ
の
み
を
肯
定
し
て
不
自
然
に
天
的
な
ゾ
ル
ゲ
を
否
定
す

る
事
、
或
い
は
そ
の
逆
を
す
る
事
は
、
共
に
人
間
の
本
質
構
造
を
強
ひ
て
分
裂
せ
し
め
る
事
で
あ
り
、
眞
理
に
反
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば

な
ら
ぬ）

20
（

。」
と
述
べ
、
宗
教
或
い
は
神
を
欲
求
す
る
天
的
な
る
も
の
へ
の
志
向
性
と
、
経
済
活
動
や
生
産
活
動
に
代
表
さ
れ
る
地
的
な
る

も
の
へ
の
志
向
性
と
い
う
人
間
本
来
の
欲
求
の
一
方
を
湮
滅
さ
せ
る
偏
っ
た
人
間
観
を
構
成
せ
し
め
る
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
し
藤
澤
は
疑

義
を
呈
し
て
い
る
。

　

以
上
、
藤
澤
の
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
論
点
を
見
て
き
た
。
藤
澤
は
、
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
を
従
来
の
西
洋
の
政
治
思
想
や
体
制
へ

の
限
界
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
政
治
思
想
的
試
み
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
搾
取
な
き
社
会
を
夢
想
す
る
が
、
結
局
は
新
た
な
支
配

構
造
を
創
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
事
、
そ
し
て
人
間
に
密
接
不
可
分
な
宗
教
的
背
景
を
一
切
否
定
す
る
政
治
思
想
で
あ
る
事
、
そ
し
て
道
徳

や
倫
理
な
ど
人
間
あ
る
べ
き
姿
に
そ
ぐ
わ
な
い
社
会
構
造
が
生
ま
れ
る
と
い
う
、
大
き
く
分
け
て
三
点
に
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る）

21
（

。次
い
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
藤
澤
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、「
經
濟
的
な
る
も
の
ゝ
土
臺
よ
り
出
發
し
て
、
遂
に
宗
教
的
な
る
も
の
に
至
り
、
新
し
き
意
味
に
於
け
る

天
地
人
の
世
界
觀
を
自
己
の
指
導
原
理
と
す
る
政
治
運
動
及
び
社
会
運
動）

22
（

」
で
あ
り
、
同
じ
く
近
代
に
お
け
る
限
界
状
況
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
異
な
る
こ
と
を
藤
澤
は
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
革
命
は
、
精
神
的
革
命
で
あ
り
、
政
治
的
革
命
で
あ
り
、
又
經
濟
的

革
命
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
百
姓
や
奴
隷
の
一
揆
、
ま
た
は
不
滿
な
る
群
衆
の
憤
懣
の
爆
發
と
云
ふ
が
如
き
低
級
な
る
革
命
と
は
異
な
る）

23
（

。」

と
し
て
イ
タ
リ
ア
で
起
こ
っ
た
所
謂
「
フ
ィ
ウ
メ
」
問
題）

24
（

や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
よ
う
な
暴
力
的
革
命
と
は
一
線
を
画
す
運
動
で
あ
る
こ
と

39
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を
力
説
す
る
。イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
理
論
の
誕
生
に
つ
い
て
解
説
を
し
た
上
で
藤
澤
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
徴
を「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

國
家
は
第
一
に
宗○

教○

的○

な
基
礎
を
有
す
る
理0

想
主
0

0

義
國
家

0

0

0

で
あ
る
。
第
二
に
そ
れ
は
政○

治○

的○

の
責
任
と
訓
練
と
上
下
の
秩
序
を
重
ん
ず
る

權
威
的

0

0

0

國
家
0

0

で
あ
り
、
第
三
に
そ
れ
は
勞
資
の
鬪
爭
を
止
揚
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
經○

濟○

的○

に
組
合
國
家

0

0

0

0

（la corporazione

）

で
あ
る
。
即
ち
フ
ァ
ッ
シ
ョ
國
家
は
、
ヂ
ェ
ン
チ
イ
レ
（
イ
タ
リ
ア
文
部
大
臣
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
の
こ
と
―
引
用
者
註

―
）
の
説
く
が
如
く
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
又
は
社
會
主
義
的
觀
念
並
に
自
由
主
義
的
觀
念
の
反
定
立
と
し
て
生
ま
れ
た
る
も
の
で
あ
る）

25
（

。」

と
規
定
し
て
い
る
。
末
文
に
は
日
本
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
飽
く
ま
で
も
イ
タ
リ
ヤ
と
い
ふ
土

臺
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
之
を
直
ち
に
移
し
て
土
臺
が
全
く
違
ふ
日
本
に
實
行
し
や
う
と
す
る
事
は
非
常
に
危
險
で
あ
る
。
後

に
述
べ
る
や
う
に
、
我
が
日
本
に
於
い
て
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
究
極
に
於
て
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
王
道
主
義
の
尤
も
醇
乎
た
る
形
態
で

あ
る
皇
道
が
實
踐
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
更
フ
ァ
ッ
シ
ョ
な
ど
を
特
に
輸
入
す
る
必
要
は
毫
も
な
い
の
で
あ
る）

26
（

。」
と
注
目

す
べ
き
一
言
を
付
け
加
え
て
い
る
。

　

ナ
チ
ス
運
動
に
関
し
て
は
、「
無
名
の
青
年
戰
士
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
つ
て
率
ひ
ら
れ
る
ド
イ
ツ
國
民
社
會
勞
働
黨
は
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
的
な
る
原
理
に
よ
り
て
ド
イ
ツ
民
族
の
精
神
的
更
生
を
行
ひ
、且
つ
ド
イ
ツ
大
衆
の
生
活
を
安
堵
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
今
や
全
ド
イ
ツ
の
政
局
を
左
右
し
、
且
つ
世
界
の
國
際
政
治
に
新
し
き
方
向
を
示
し
得
べ
き
帝
國
宰
相
の
印
綬
を
帶
ぶ

る
に
至
つ
た
。
か
れ
は
、
ド
イ
ツ
民
族
を
し
て
そ
れ
に
共
通
な
る
民
族
的
精
神
と
特
性
を
意
識
せ
し
め
て
、
一
大
大
同
團
結
を
圖
り
、
ド

イ
ツ
民
族
を
し
て
そ
の
文
化
的
政
治
的
並
に
經
濟
的
な
る
天
賦
の
使
命
を
全
う
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る）

27
（

。」
こ
と
が
運
動
の
発
端

と
規
定
し
、
そ
の
究
極
的
理
念
が
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
廃
棄
」、「
大
産
業
資
本
の
国
有
化
」、「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
世
界
觀
を
排
撃
」

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
述
べ
る）

28
（

。

　

こ
れ
ら
新
し
い
政
治
思
想
を
藤
澤
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
…
イ
タ
リ
ヤ
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
を
率
ゐ
る
ム
ッ
ソ
リ
ニ
と
、

40
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ド
イ
ツ
に
於
け
る
ナ
チ
ス
の
首
領
た
る
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
目
指
し
て
ゐ
る
理
想
が
、
ボ
ル
シ
ェ
ヸ
ズ
ム
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
も
の
で
あ
る
事

を
看
取
し
得
た
で
あ
ら
う
。
こ
の
二
人
の
宰
相
は
、
共
に
大
衆
の
中
よ
り
現
れ
た
る
無
産
者
で
あ
つ
て
、
し
か
も
民
族
の
精
神
的
更
生
に

よ
る
國
民
全
體
の
結
合
融
和
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、彼
等
は
偏
狹
に
し
て
奇
矯
な
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
階
級
觀
を
排
撃
し
て
、

す
べ
て
の
社
會
層
の
無
理
な
き
協
調
と
調
和
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る）

29
（

。」
と
。
そ
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ナ
チ
ス
運
動
と
、
我
が
国
の

皇
道
の
比
較
を
試
み
る
。
藤
澤
の
規
定
す
る
皇
道
と
は
「
天
皇
を
中
心
に
仰
ぎ
奉
る
我
國
に
於
て
實
踐
的
に
發
展
し
來
た
れ
る
、
具
體
的

な
る
歴
史
的
事
實
で
あ
つ
て
、
抽
象
的
な
る
政
治
理
論
で
は
な
い
。
皇
道
は
、
実
に
我
國
に
於
て
如
實
に
実
踐
し
來
れ
る
東
洋
政
治
の
理

想
た
る
王
道
の
真
髄
で
あ
り
、
精
華
で
あ
る）

30
（

。」
と
す
る
。
ま
た
、「
皇
」
は
百
か
ら
一
を
差
し
引
い
た
数
の
最
も
大
き
な
も
の
「
九
十
九
」

（
つ
く
も
）
を
現
し
て
い
る
と
し
、「
白
の
字
は
、
日
輪
の
象
形
よ
り
出
づ
る
も
の
と
の
主
張
を
な
す
も
の
が
あ
る
。
是
等
の
諸
説
を
綜
合

し
て
考
へ
て
見
る
と
、
皇
と
い
う
文
字
は
、
太
陽
の
如
く
光
と
德
と
力
を
與
へ
る
大
な
る
王
と
云
ふ
が
如
き
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
こ
の
獨
斷
的
な
る
私
の
解
釋
は
、
我
國
が
日
本
卽
ち
日
の
本
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
と
關
聯
せ
し
め
て
深
き
意
義
を
有
し
來

る
の
で
あ
る）

31
（

。」
と
推
測
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
当
時
の
藤
澤
の
神
観
・
天
皇
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
説
は
『
易
経
』

を
核
と
し
た
太
極
と
陰
陽
二
元
に
基
づ
い
た
天
の
思
想
と
、『
大
學
』
に
基
づ
い
た
仁
に
基
づ
く
政
治
の
王
道
を
説
明
す
る
こ
と
に
終
始

し
て
い
る
。
中
で
も
着
目
す
べ
き
は
、
天
な
る
も
の
と
地
な
る
も
の
が
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
が
人
間
観
の
理
想
と
す
る
考
え
を
「
こ
の

世
界
に
於
て
最
も
優
れ
た
る
東
洋
政
治
は
、
我
國
の
歴
史
に
於
て
如
實
に
實
踐
せ
ら
れ
て
來
た
。
我
國
で
は
天
（
高
天
原
）
と
人
（
萬
世

一
系
の
天
皇
）
と
地
（
豐
葦
原
瑞
穂
國
）
と
を
貫
く
線
が
、
日
本
歴
史
に
外
な
ら
ぬ
。
之
が
卽
ち
皇
道
で
あ
る）

32
（

。」
と
説
明
し
、
こ
れ
ら

皇
道
を
人
為
的
に
実
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
起
こ
っ
た
運
動
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
の
運
動
で
あ
り
、
彼
ら
の
争
闘
主
義
と

覇
道
主
義
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
「
治
国
平
天
下
」
で
あ
り
、
皇
道
の
国
日
本
と
理
想
を
同
じ
く
す
る
こ
と
で
あ
る）

33
（

と
結
ん
で
い
る
。
次

い
で
、
昭
和
一
〇
年
三
月
八
日
に
発
行
さ
れ
た
『
近
代
政
治
思
想
と
皇
道）

34
（

』
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

41
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②　
『
近
代
政
治
思
想
と
皇
道
』

　

主
張
す
る
と
こ
ろ
は
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
西
欧
近
代
思
想
と
皇
道
と
の
比
較
を
よ
り
鮮

明
に
引
き
出
し
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
も
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
飽
く
ま
で
も
イ
タ
リ
ー
と
い
ふ
土
臺
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
之
を
直
ち
に
移
し
て
土
臺
が
全
く
違
ふ
日
本
に
實
行
せ
ん
と
す
る
の
は
非
常
な
誤
り
で
あ
る
。
日
本
に
於
い
て
は
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム

が
究
極
に
於
い
て
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
王
道
主
義
の
最
も
醇
乎
た
る
形
態
で
あ
る
皇
道
が
實
踐
せ
ら
れ
來
つ
た
の
で
あ
る）

35
（

。」
と
ほ
ぼ
同

様
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
し
か
し
論
に
発
展
が
見
い
だ
せ
る
の
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
天
皇
と
の
歴
然
た
る
差
異
を
論
じ
て
い
る
点
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
精
神
的
指
導
者
と
し
て
全
イ
タ
リ
ー
を
統
一
し
た
と
し
て
も
、
宗
教
的
信
仰
の
対
象
と
は
成
り
得
ず
、

権
威
的
国
家
と
し
て
自
ら
の
国
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
イ
タ
リ
ア
国
王
の
存
在
も
無
視
で
き
ず
、
藤
澤
の
重
視
す
る

天
た
る
も
の
と
人
と
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
、
畢
竟
重
ん
じ
ら
れ
る
の
は
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
い
る
ロ
ー
マ
法
王
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る）
36
（

。

　

ま
た
、
国
民
の
精
神
的
統
一
に
つ
い
て
も
皇
道
に
比
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
遥
か
に
基
礎
薄
弱
で
あ
る
と
論
じ
る
。
日
本
は
國
體
と
し

て
既
に
君
臣
の
道
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、「
我
國
の
一
大
家
族
國
家
の
基
本
的
道
德
た
る
「
孝
」
と
國
家
の
基
本
的
道
德
た
る
「
忠
」

が
最
も
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
君
臣
關
係
も
一
面
「
義
は
君
臣
」
で
あ
る
と
同
時
に
他
面
「
情
は
父
子
」
と
な
る
。
詳
言

す
れ
ば
純
眞
な
る
親
と
子
の
愛
た
る
孝
が
そ
の
ま
ゝ
に
擴
充
さ
れ
て
臣
民
が
天
皇
に
對
す
る
至
誠
の
情
緒
た
る
忠
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
忠
孝
一
致
こ
そ
は
我
が
國
體
の
精
華
で
あ
り
、
我
が
國
民
の
精
神
的
統
一
を
益
々
鞏
固
な
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る）

37
（

。」
と
述
べ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
イ
タ
リ
ア
は
「
之
に
対
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
於
い
て
は
國
民
の
精
神
的
統
一
を
遠
い
「
ロ
ー
マ
帝
國
」
へ
の
追
想
に
求
め

る
外
は
な
い
。
彼
ら
は
言
ふ
「
イ
タ
リ
ー
人
は
イ
タ
リ
ー
統
一
及
び
ロ
ー
マ
を
王
國
の
首
都
と
定
め
る
と
宣
言
し
た
時
に
続
く
数
十
年
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
當
時
イ
タ
リ
ー
人
の
國
民
的
自
覺
は
過
去
の
歴
史
に
照
ら
さ
れ
て
成
熟
し
た
の
で
あ
る
。
過
去
の
歴
史
卽
ち
ロ
ー

42
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マ
の
軍
事
的
政
略
、
ロ
ー
マ
法
の
尊
嚴
、
過
去
數
代
の
國
民
的
勞
作
と
遺
業
こ
そ
こ
れ
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
追
憶
は
イ
タ
リ
ー
國
民
主
義

の
中
心
で
あ
る
」
と
。
斯
く
の
如
く
單
な
る
古
代
へ
の
追
想
と
感
激
に
よ
る
國
民
の
精
神
的
統
一
は
皇
道
に
於
け
る
現
實
的
な
統
一
に
比

し
て
遙
か
に
弱
い
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
之
を
要
す
る
に
權
威
國
家
の
理
想
は
イ
タ
リ
ー
に
於
い
て
完
全
に
實
現
す
る
事
は
困
難
で
あ

る
。
眞
の
權
威
國
家
の
實
現
は
我
が
國
の
如
く
萬
世
一
系
の
天
皇
を
戴
く
家
族
的
國
家
に
於
い
て
の
み
可
能
で
あ
る）

38
（

。」
と
し
て
お
り
、

一
旦
途
絶
し
た
帝
国
に
精
神
的
復
興
を
図
る
と
い
う
点
で
明
ら
か
な
違
い
が
有
り
、
違
い
が
有
る
が
故
に
日
本
に
敢
え
て
取
り
入
れ
る
必

要
の
無
い
政
治
思
想
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。

　

ナ
チ
ス
運
動
に
関
し
て
は
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
よ
り
更
な
る
論
及
が
な
さ
れ
、
国
家
主
義
と
国
民
主
義
と
の
違
い
、
ド
イ

ツ
が
内
在
的
に
抱
え
る
問
題
と
ナ
チ
ス
運
動
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
端
的
に
述
べ
て
い
る）

39
（

。
ま
た
、
ナ
チ
ス
運
動
に
も
左

派
と
右
派
が
拮
抗
し
、
完
全
な
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
体
制
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
所
が
あ
る
と
指
摘
す
る）

40
（

。
ま
た
、
必
然
極
端
な
国
粋

主
義
と
拡
大
主
義
を
表
に
出
す
と
、
覇
権
主
義
的
国
家
体
制
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
日
本
と
比
べ
て
内
に
も
外
に
も
構
造
的
な
不

安
を
有
し
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る）

41
（

。

　

ナ
チ
ス
と
皇
道
に
関
し
て
は
、「
ナ
チ
ス
は
組
閣
以
來
自
己
の
主
張
を
貫
徹
す
る
爲
に
は
言
論
を
壓
迫
彈
壓
し
、
一
國
一
黨
を
實
現
す

る
爲
に
は
強
力
を
行
使
し
て
反
對
黨
を
解
體
し
、
獨
裁
權
獲
得
の
爲
に
反
對
黨
議
員
の
登
院
を
拒
絶
し
、
鞏
固
な
る
中
央
集
權
を
斷
行
す

る
た
め
に
は
假
借
す
る
處
な
く
地
方
政
權
を
奪
取
し
た
。
蓋
し
權
威
と
自
由
の
調
和
を
目
標
と
す
る
ナ
チ
ス
を
甚
だ
し
く
權
威
偏
重
に
赴

か
し
め
た
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
第
一
に
西
歐
の
社
會
は
一
度
完
全
に
個
人
主
義
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
傾
向
を

根
本
的
に
改
め
て
全
體
主
義
を
樹
立
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
第
二
に
民
族
精
神
が
極
く
自
然
に
結
晶
し
て
出
來
上
つ
た
共
同
社
會
的

家
族
國
家
は
西
歐
に
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
。
從
つ
て
日
本
の
如
く
萬
世
一
系
連
綿
と
し
て
皇
位
の
存
續
し
た
國
は
な
く
何
れ
も
革
命
に

つ
ぐ
革
命
を
以
て
し
た
國
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
現
在
ド
イ
ツ
に
於
い
て
壓
倒
的
勢
力
を
有
す
る
が
何
時
打
倒
さ
れ
る
や
も
保
し
難
い

43
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の
で
あ
る
。
第
三
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
フ
ュ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
國
民
の
大
部
分
の
精
神
的
指
導
者
と
目
さ
れ
て
居
る
が
、
尚
ほ
多
く
の
政
敵

を
有
し
又
そ
の
政
策
實
行
に
も
つ
て
も
往
々
暴
力
す
ら
行
使
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
「
仁
者
に
敵
な
し
」
と
言
ふ
意
味
に
於
て
の
最
高
精
神

的
指
導
者
と
な
る
事
を
得
な
い
。
ナ
チ
ス
に
於
て
は
血
族
國
家
に
對
す
る
要
求
が
極
め
て
熾
烈
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
人
種
混
合
の
結

果
は
第
一
に
優
良
人
種
の
水
準
が
低
下
し
、
第
二
に
其
精
神
力
並
に
體
力
が
退
化
す
る
が
故
に
、
純
血
を
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張

し
て
ゐ
る
。
所
が
現
在
の
獨
逸
國
民
は
ゲ
ル
マ
ン
人
種
、
ス
ラ
ヴ
人
種
、
ケ
ル
ト
人
種
、
ラ
テ
ン
人
種
等
々
に
よ
つ
て
混
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

然
る
に
我
が
國
に
於
て
は
「
國
家
は
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
ふ
ナ
チ
ス
の
理
想
が
具
體
的
に
實
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
元
來
日
本
民

族
は
天
孫
民
族
よ
り
發
祥
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
其
共
同
祖
先
の
直
系
の
御
子
孫
が
皇
室
に
當
ら
せ
ら
れ
我
々
子
孫
は
皆
そ
の
分
家
別
家

の
末
孫
で
あ
る
。
日
本
は
か
く
し
て
現
實
に
於
て
血
と
血
を
以
て
繋
が
れ
た
る
一
大
家
族
國
家
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
於
て
は
ナ
チ
ス
の
望

む
が
如
き
純
粹
な
る
血
族
國
家
を
建
設
す
る
事
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
ナ
チ
ス
は
ド
イ
ツ
を
精
神
的
に
統
一
せ
し
む
る
必
要
上
、

極
端
な
る
國
粹
主
義
を
鼓
吹
せ
ざ
る
を
得
な
い）

42
（

。」
と
指
摘
し
、
ナ
チ
ス
体
制
の
潜
在
的
問
題
と
、
国
家
維
持
の
困
難
さ
を
日
本
の
民
族

と
政
治
体
制
と
比
較
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

③
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』

　
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』
は
昭
和
一
六
年
六
月
二
五
日
に
発
行
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
影
響
さ
れ
た
学
生
の
左
傾
化
を
懸
念
し
、

思
想
善
導
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
研
究
嘱
託
と
し
て
、
ま
た
西
欧
事
情
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
イ
タ

リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ
ム
を
概
観
し
、
設
立
背
景
や
思
想
の
特
色
を
冒
頭
に
置
く
。
ま
た
英
米
的
な
思
惟
に
対
し
て
は

批
判
的
で
あ
り
、
自
由
主
義
的
思
想
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
出
発
点
と
し
て
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
著
作
①
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
や
②
『
近
代
政
治
思
想
と
皇
道
』
の
よ
う
に
、
藤
澤
の
専
門
と
す
る
政
治
学
を
主

44
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と
し
て
西
欧
政
治
を
論
じ
る
も
の
か
ら
次
第
に
、
古
典
や
儒
学
に
視
点
を
置
き
国
家
と
い
う
も
の
を
定
義
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
所
が
印

象
的
で
あ
る
。　

　

例
示
す
る
と
、
国
の
読
み
で
あ
る
「
く
に
」
は
「
古
典
の
言
語
学
的
研
究
を
総
合
し
て
考
察
」
す
る
と
「
き
ね
」
の
発
音
が
転
じ
た
も

の
で
あ
る
と
藤
澤
は
指
摘
す
る）

43
（

。
そ
の
「
ね
」
は
根
本
を
あ
ら
わ
す
根
で
あ
り
、
凡
て
の
心
神
の
根
基
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
根
は
根
拠

根
底
で
「
き
」
は
元
来
人
間
の
有
す
る
活
気
、
元
気
の
「
き
」
の
音
で
あ
り
、「
人
気
」
の
「
き
」
を
表
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
る）

44
（

。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
語
の
本
質
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
は
「
言
霊
」
と
い
う
観
念
に
あ
る
と
藤
澤
は
指
摘
す
る
。
続
け
て
藤

澤
は
「
古
来
日
本
人
は
国
語
と
云
ふ
客
観
的
な
る
存
在
に
靈
即
ち
靈
妙
な
る
創
造
作
用
が
内
包
せ
ら
る
ゝ
も
の
と
考
え
て
き
た
。
こ
れ
が

産
靈
と
云
う
日
本
人
世
界
観
の
據
っ
て
起
こ
る
所
で
あ
る
。
産
靈
と
は
靈
が
蒸
す
事
即
ち
或
者
を
醸
成
す
る
事
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の

産
靈
の
本
体
を
象
徴
す
る
も
の
が
高
御
産
靈
巣
日
神
で
あ
る
。
言
靈
及
び
産
靈
思
想
に
依
っ
て
明
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
く
実
際
に
於

て
も
日
本
語
の
基
礎
構
成
は
存
在
的
意
味
を
有
す
る
名
詞
の
中
に
作
用
も
し
く
は
作
き
を
営
む
動
詞
的
な
る
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。
例
へ

ば
日
（
ひ
）
と
云
ふ
名
詞
即
ち
対
象
か
ら
秀
づ
（
ひ
い
づ
）
廣
が
る
（
ひ
ろ
が
る
）
引
く
（
ひ
く
）
光
る
（
ひ
か
る
）
乾
る
（
ひ
る
）
等

の
動
詞
的
作
用
が
發
現
し
て
く
る）

45
（

。」
と
い
う
よ
う
に
一
音
一
義
説
を
展
開
し
て
い
く
。

　

他
方
で
は
、「「
む
す
び
」
と
は
常
に
創
造
し
て
止
ま
ざ
る
宇
宙
的
生
命
力
を
云
ふ
。
然
る
に
「
む
す
び
」
は
唯
一
直
線
に
膨
脹
發
展
す

る
も
の
で
は
な
く
一
定
の
限
度
迄
膨
脹
す
る
と
今
度
は
反
對
に
一
定
の
限
度
迄
收
縮
す
る
。
し
か
も
此
の
相
對
的
矛
盾
の
繰
り
返
し
に
よ

つ
て
の
み
全
體
の
圓
滿
な
る
生
成
發
展
が
行
は
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
此
の
む
す
び
の
膨
脹
的
作
用
を
神
格
化
し
て
之
を
高
御
産
巣
日
神

と
云
ふ
。
次
に
む
す
び
の
收
縮
作
用
を
同
じ
く
神
格
化
し
て
之
を
神
産
巣
日
神
と
云
ふ
。
此
の
二
神
は
結
局
「
ひ
」
の
本
體
た
る
天
之
御

中
主
神
の
開
顯
分
派
作
用
と
還
元
統
合
作
用
と
を
表
現
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
古
事
記
の
冒
頭
に
於
て
「
天
地
の
初
發
の
時
、
高
天
原
に
成

り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
、
次
に
高
御
産
巣
日
神
、
次
に
神
産
巣
日
神
」
と
述
べ
て
あ
る
。
惟
ふ
に
我
が
國
の
神
典
は
宇
宙

45
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

眞
理
の
象
徴
的
啓
示
で
あ
つ
て
、
單
な
る
物
語
り
で
は
な
い）

46
（

。」
と
隆
正
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
神
観
を
有
し
て
い
る
。
何
れ
に

せ
よ
初
期
の
藤
澤
の
著
作
に
は
見
ら
れ
な
い
「
産
霊
」
の
概
念
や
「
言
霊
」
の
概
念
が
其
の
論
考
に
湧
出
さ
れ
て
い
る
の
は
誠
に
興
味
深

い
点
と
い
え
る
。

　

以
上
、
藤
澤
の
西
洋
政
治
思
想
に
対
す
る
態
度
を
著
作
よ
り
概
観
し
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
藤
澤
は
語
学
に
秀
で
、
二
〇
代
よ
り
国

際
連
盟
の
事
務
局
員
か
ら
情
報
部
次
長
ま
で
累
進
し
た
国
際
通
で
あ
る
。
藤
澤
に
は
、
英
米
の
自
由
主
義
に
基
づ
い
た
国
際
連
盟
の
有
り

様
は
、真
の
国
際
平
和
を
希
求
す
る
も
の
に
は
ど
う
し
て
も
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

47
（

。
次
節
で
は
、日
米
開
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
世

紀
の
預
言
』
を
取
り
上
げ
、
藤
澤
の
宇
宙
観
・
世
界
観
に
基
づ
い
た
日
本
國
體
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

四
、『
世
紀
の
預
言
』
に
み
る
藤
澤
の
日
本
國
體

　
『
世
紀
の
預
言
』（
以
下
、本
書
。）
の
刊
行
は
昭
和
一
七
年
三
月
で
あ
る
。
本
書
と
以
前
の
著
作
の
違
い
は
、大
東
亜
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ

て
、
社
会
的
な
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
時
代
を
超
え
、
本
格
的
な
戦
時
体
制
に
移
行
す
る
画
期
と
な
る
昭
和
一
六
年
一
二
月
以
降
に
書
か
れ

た
著
作
で
あ
る
。

　

前
節
ま
で
の
著
作
は
、
藤
澤
が
ど
の
よ
う
に
西
欧
近
代
思
想
を
意
義
付
け
、
そ
の
不
足
を
読
者
に
伝
え
る
が
た
め
に
、
日
本
の
國
體
と

比
較
し
て
、
日
本
の
國
體
や
皇
道
が
最
も
優
れ
て
い
る
か
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
藤
澤
が
理
想
と
す
る
体
制
に
近
い
民

族
主
義
的
思
想
や
全
体
主
義
的
思
想
を
取
り
入
れ
た
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ス
運
動
が
個
人
主
義
に
基
づ
く
自
由
主
義
や
資
本
主
義
、
共

産
主
義
よ
り
は
遥
か
に
良
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
か
り
そ
め
の
権
威
主
義
で
あ
り
、
覇
道
主
義
や
極
端
な
国
粋
主
義
で
あ
る
た
め
、
政
治

体
制
を
縦
令
プ
ラ
ス
の
方
向
に
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
日
本
の
皇
道
に
限
り
な
く
近
づ
く
だ
け
で
あ
っ
て
、
最
高
の
政

46
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

治
形
態
で
あ
る
日
本
の
皇
道
に
比
肩
す
る
国
は
な
く
、
必
然
日
本
が
世
界
秩
序
の
構
築
者
と
な
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
複
数
の
著

作
を
通
じ
て
論
じ
て
お
り
、
そ
の
思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
知
る
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

　

藤
澤
が
本
書
に
お
い
て
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
大
教
宣
布
の
詔
に
お
け
る
「
惟
神
の
大
道
」
に
立
ち
返
り
、
国
家
・
国
民
が
天
皇
を
扶

翼
す
べ
く
「
大
政
翼
賛
」
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
理
論
的
根
拠
に
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』
で
も
言
及
さ

れ
た
「
産
霊
」
の
概
念）

48
（

、
そ
し
て
「
道
」
と
い
う
字
の
本
義
を
論
じ
、
血
族
・「
血
統
」（
日
本
民
族
が
太
古
よ
り
連
綿
と
し
て
受
け
継
い

だ
記
憶
）
と
し
て
惟
神
の
大
「
道
」
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
藤
澤
の
大
政
翼
賛
体
制
に
対
す
る
態
度
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
大
政
翼
賛
運
動
は
「
維
新
」
で
あ
り
、
従
来
の
政
治
体
制

を
抜
本
的
に
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
第
二
次
近
衛
内
閣
の
「
基
本
国
策
要
綱
」
を
引
用
し
展
開
す
る
。
根
本
方
針
は
日
満
支
の

新
秩
序
を
構
築
し
「
世
界
平
和
」
を
掲
げ
、
西
欧
の
国
防
国
家
の
概
念
で
な
く
、
皇
国
的
世
界
観
に
お
け
る
民
族
の
精
神
的
統
一
の
も
と
、

国
防
国
家
体
制
が
堅
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
事
を
述
べ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
国
家
体
制
で
は
不
徹
底
で
あ
り
、『
國
體
の
本
義
』

に
透
徹
す
る
教
学
の
刷
新
を
図
る
こ
と
、
ま
た
議
会
制
は
必
要
と
し
な
が
ら
も
、「
政
党
政
治
」
や
「
官
僚
政
治
」
を
排
し
、
国
民
が
一

致
し
て
天
皇
の
政
治
を
翼
成
す
る）

49
（

こ
と
に
よ
っ
て
、　

政
治
と
統
帥
が
一
体
化
さ
れ
た
真
の
国
防
国
家
体
制
が
確
立
で
き
る
こ
と
を
述
べ

る）
50
（

。
本
書
で
藤
澤
が
論
ず
る
国
防
国
家
体
制
は
、
常
態
と
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
非
常
時
に
お
け
る
国
家
体
制
で
あ
る
と
し
、
国
民
が

国
家
に
対
し
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
臨
む
べ
き
か
次
の
よ
う
に
付
言
す
る
。「
從
來
の
自
由
主
義
國
家
觀
に
於
て
は
、
國
家
は
個
人
の
自

由
を
保
證
す
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
、
個
人
が
國
家
の
基
礎
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
全
體
生
命
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
た
個
人
の
生
命
・

財
産
・
營
利
・
活
動
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
が
國
家
の
任
務
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
皇
國
世
界
觀
に
於
い
て
は
之
と
こ
と
な
り
、
個
人
は

國
家
あ
つ
て
存
在
し
得
る
も
の
で
、
個
人
の
生
命
財
産
等
は
國
家
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
個
人
は
強
壓
に
よ
ら
ず
自
發
的
に
一
切

を
國
家
目
的
達
成
に
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
爲
に
國
家
は
場
合
に
よ
つ
て
は
、
個
人
の
營
利
に
干
渉
し
、
又
教
育
其
他
の
生
活
部

47
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

面
に
ま
で
之
を
國
家
目
的
に
向
か
つ
て
指
導
育
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
觀
ず
る
の
で
あ
る）

51
（

。」
つ
ま
り
、
国
防
国
家
の
要
は
、
思
想
面
に

お
い
て
は
、
惟
神
の
国
民
精
神
が
国
家
の
理
想
と
し
て
統
一
さ
れ
、
国
家
観
に
基
づ
く
国
是
遂
行
に
必
要
な
軍
備
が
完
成
さ
れ
戦
争
遂
行

に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
政
治
と
統
帥
が
一
体
化
さ
れ
る
と
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
経
済
は
国
益
優
先
に
、
資
源
は
自
給
自
足
を
旨
と

す
る
の
が
良
い
と
す
る
。
こ
の
点
は
「
国
家
政
治
行
政
は
独
・
伊
の
路
線
と
似
た
も
の）

52
（

」
で
よ
い
と
藤
澤
は
述
べ
る
。
そ
の
上
で
同
盟
国

で
あ
る
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
全
体
主
義
的
政
治
体
制
と
大
政
翼
賛
体
制
の
相
違
を
藤
澤
は
夫
々
の
民
族
性
の
違
い
に
あ
る
と
し
、
日
本

の
民
族
性
を
説
明
す
る
た
め
皇
国
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
論
じ
て
い
る
。
次
に
、
藤
澤
の
皇
国
観
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

藤
澤
は
、
大
政
翼
賛
の
精
神
的
基
礎
を
日
本
人
に
刻
ま
れ
た
民
族
的
特
徴
と
信
仰
的
特
徴
、
す
な
わ
ち
「
天
な
る
も
の
と
人
と
の
関
係
」

に
求
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
政
治
体
制
は
こ
の
大
政
翼
賛
を
基
礎
に
展
開
す
る
も
の
と
し
て
導
く
。
す
な
わ
ち
、「
天
皇
歸
一
の

大
信
仰
を
身
に
體
し
て
、
一
億
國
民
が
火
の
玉
の
如
く
一
丸
と
な
つ
て

身
す
る
と
き
、
何
も
の
か
其
の
進
路
を
阻
み
得
よ
う
。　

天
皇

に
ま
つ
ろ
は
ざ
る
者
は
、
此
の
大
進
撃
の
前
に
討
滅
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
敵
性
諸
國
民
は
、
翕
然
と
し
て
此
の
信
仰
に
ま
つ
ろ
ひ
來
た
り
、

世
界
人
類
が
や
が
て
悉
く　

天
皇
に
歸
一
す
る
に
至
る
の
で
あ
る）

53
（

。」
と
論
を
進
め
、「
天
皇
の
天
業
遂
行
を
民
が
翼
賛
し
奉
る
」
こ
と
が

肝
要
と
規
定
す
る
。

　

で
は
藤
澤
は
、「
日
本
人
」
と
い
う
民
族
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
の
か
。
藤
澤
は
、
測
り
知
れ
ぬ
太
古
の
時
代
か
ら
宇
宙
生
命
を

継
承
し
続
け
た
民
族
で
あ
り
、
他
の
民
族
と
同
様
祖
先
の
生
命
や
文
化
、
政
治
・
経
済
を
継
承
し
て
い
る
も
の
を
「
民
族
」
と
規
定
す
る
。

藤
澤
に
と
っ
て
歴
史
は
悠
久
な
る
民
族
精
神
の
時
間
的
展
開）

54
（

で
あ
り
、
教
学
の
刷
新
に
必
要
な
新
し
き
学
問
の
原
理
と
し
て
、「
民
族
の

持
つ
内
面
的
な
宇
宙
観
世
界
観
人
生
観
」
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
族
精
神
が
涵
養
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る）

55
（

。
次
に
本
書
に
お
け
る

藤
澤
の
産
霊
観
を
見
る
。「
日
本
神
話
に
あ
ら
は
れ
た
皇
國
宇
宙
觀）

56
（

」
で
は
、『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』
で
展
開
さ
れ
た
説
と
同
じ
く
、「
人

は
「
日
（
霊
）
止
」（
ひ
と
）」、「（
蒸
す
霊
）
ム
ス
ヒ
の
神
」
と
い
っ
た
産
霊
観
を
展
開
す
る
。
同
様
に
、
造
化
三
神
の
神
観
念
に
つ
い

48
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

て
は
、
森
羅
万
象
の
中
心
に
あ
る
神
は
天
之
御
中
主
神
で
あ
る
と
し
、
多
元
的
に
膨
張
発
展
す
る
遠
心
的
作
用
を
高
御
産
巣
日
神
に
見
い

出
し
、
個
性
を
完
成
し
た
凡
て
の
も
の
が
、
再
び
一
元
的
に
中
心
に
収
縮
還
元
す
る
求
心
的
作
用
を
神
産
巣
日
神
の
神
格
と
規
定
す
る
。

こ
の
産
霊
神
の
遠
心
と
求
心
は
「
中
心
」
と
な
る
天
之
御
中
主
神
に
よ
っ
て
契
機
と
な
り
、
相
作
用
す
る
と
結
ぶ
。「
宇
宙
人
生
（
森
羅

万
象
）
全
て
造
化
神
に
よ
っ
て
生
成
発
展
す
る
」
と
い
う
宇
宙
観
を
藤
澤
は
一
貫
し
て
持
ち
続
け
て
お
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
天

之
御
中
主
神
よ
り
出
て
来
る
と
す
る
説
は
大
國
隆
正
の
造
化
三
神
の
神
観
念
に
酷
似
し
て
い
る
。

　

で
は
、
他
の
神
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
藤
澤
は
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
を
日
本
民
族
の
神
、
日
本
国
家

の
神
と
規
定
し
、
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
所
謂
「
人
間
的
・
有
機
的
」
な
る
神
の
あ
り
方
と
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
主
で
あ
る
エ
ホ
バ
と
を

比
較
し
て
、
超
人
間
的
な
力
、
造
主
物
、
絶
対
神
的
性
格
を
持
つ
親
近
感
の
な
い
神
に
対
す
る
疑
義
を
以
下
の
よ
う
に
呈
す
る
。「
西
洋

の
作
ら
れ
た
神
、
殊
に
ユ
ダ
ヤ
神
話
に
於
け
る
神
エ
ホ
ヴ
ァ
は
、
人
間
と
は
全
然
無
關
係
な
、
何
等
の
血
の
繋
が
り
を
持
た
ぬ
超
民
族
超

神
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
、
民
族
を
離
れ
た
「
人
」
と
い
ふ
も
の
は
此
の
世
に
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
如
何
な
る
人

と
雖
も
、
そ
れ
が
生
ま
れ
た
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
か
、
米
國
人
で
あ
る
か
、
印
度
人
で
あ
る
か
猶
太
人
で
あ
る
か
、

と
も
か
く
或
民
族
の
生
命
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
民
族
を
離
れ
て
人
は
あ
り
得
な
い
。
か
く
て
、
單
な
る
人
類
の
抽
象
神
と
云
ふ
が

如
き
は
、
畢
竟
觀
念
的
に
の
み
意
識
さ
れ
た
神
と
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
神
は
、
抽
象
的
に
意
識
さ
れ
た
神
で
は
な
く
、
民
族
の
根
源

と
し
て
の
神
で
あ
る
。
民
族
の
根
源
、
そ
れ
は
ま
た
直
ち
に
人
類
の
根
源
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
日
本
の
神
は
、
民
族
の
神
で
あ
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
そ
の
ま
ゝ
實
は
世
界
人
類
の
神
に
ま
し
ま
す
の
で
あ
る）

57
（

。」
そ
の
上
で
藤
澤
は
、
天
照
大
御
神
を
世
界
秩
序
の
中
心
神
と
し
て

位
置
づ
け
る
。

　
「
皇
祖
天
照
皇
大
神
は
、
此
の
地
上
の
統
治
者
と
し
て
、
皇
孫
瓊
瓊
杵
尊
を
降
臨
せ
し
め
、
其
の
際
に
、
次
の
神
勅
を
下
し
給
ふ
て
ゐ
る
。

葦
原
ノ
千
五
百
秋
ノ
瑞
穂
ノ
国
ハ
、
是
レ
吾
ガ
子
孫
ノ
王
タ
ル
ヘ
キ
地
ナ
リ
、
宜
シ
ク
爾
皇
孫
就
キ
テ
治
セ
。
行
矣
。
宝
祚
ノ
隆
ヘ
マ
サ
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

ム
コ
ト
當
ニ
天
壌
ト
窮
リ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
之
は
世
に
所
謂
「
宝
祚
天
壌
無
窮
の
御
神
勅
」
と
申
し
上
げ
て
ゐ
る
。
こ
の
御
神
勅
に
よ
つ
て
、

我
が
豊
葦
原
の
瑞
穂
国
は
、
宇
宙
の
中
心
統
治
者
た
る　

天
照
皇
大
神
の
血
統
を
直
系
に
繼
ぎ
給
ふ
御
子
孫
の
み
が
、「
き
み
」
と
し
て

御
統
治
遊
ば
す
國
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
更
に
宇
宙
の
中
心
に
ま
し
ま
し
て
、
其
の
統
治
者
た
る
太
陽
の
大
神
の
御
位
を
、
そ
の

ま
ゝ
に
地
上
に
繼
承
遊
ば
さ
れ
た
る
「
天
津
日
嗣
」
の　

天
皇
の
御
位
は　

皇
孫
代
々
之
を
嗣
ぎ
給
ひ
、
生
命
の
流
れ
は
、
生
み
生
ま
れ

つ
ゝ
無
窮
に
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
繼
續
さ
れ
る
。
実
に
皇
孫
は
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に
榮
え
給
ひ
、　

皇
位
も
い
よ
い
よ
光
を
ま
し
て
天
壌
と
共

に
隆
昌
し
給
ふ
の
で
あ
る）

58
（

」
と
。

　

最
後
に
藤
澤
は
日
本
と
天
皇
を
万
国
の
中
心
と
捉
え
、
皇
国
た
る
日
本
が
、
世
界
を
教
導
し
て
真
の
平
和
を
築
く
使
命
が
あ
る
こ
と
を

次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。

　
「
今
や
我
々
は
惟
神
の
大
道
を
、
我
が
國
内
は
勿
論
、
廣
く
世
界
全
對
に
宣
揚
す
べ
き
宣
教
師
と
な
り
、
雄
渾
無
比
の
世
界
的
大
経
綸

を
樹
立
し
て
、
如
實
に
「
坤
輿
ヲ
一
宇
」
た
ら
し
め
、
全
人
類
を　

天
皇
の
し
ろ
し
め
し
給
ふ
一
大
家
族
に
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ）

59
（

。」

と
。

　

本
書
以
前
で
述
べ
る
所
の
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
政
治
体
制
の
変
化
に
つ
い
て
「
万
邦
諸
民
族
が
、
夫
々
の
民
族
生
命
に
帰
る
こ
と
に

は
じ
ま
る
所
謂
「
全
体
主
義
」
は
、
究
極
す
る
と
こ
ろ
、
皇
國
體
に
於
て
最
高
完
全
な
る
其
の
實
現
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
全
体
主

義
國
家
は
、
必
然
に
我
國
と
其
の
意
圖
を
同
じ
く
し
、
遂
に
皇
國
を
仰
ぎ
見
て
帰
依
す
る
に
至
る
の
で
あ
る）

60
（

。」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
よ

り
明
確
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

五
、
む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
藤
澤
の
著
作
を
通
じ
て
、
そ
の
西
洋
近
代
政
治
思
想
と
國
體
思
想
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
藤
澤
の
理
想
と

す
る
政
治
と
は
、
天
な
る
も
の
（
神
或
い
は
宗
教
）
と
人
が
結
び
つ
き
、
地
な
る
も
の
（
生
活
活
動
）
と
共
に
生
き
る
、
言
わ
ば
天
と
人

と
地
が
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
希
求
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
豊
か
な
語
学
力
と
二
〇
代
か

ら
の
海
外
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
、
藤
澤
の
西
欧
近
代
政
治
思
想
に
お
け
る
学
識
を
土
台
に
、
海
外
事
情
を
通
じ
て
得
た
知
見
で
あ
っ
た
。

こ
の
国
際
的
な
感
覚
と
、
日
本
の
国
柄
の
優
越
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
た
藤
澤
の
言
説
が
、
次
第
に
天
照
大
御
神
や
天

皇
を
中
心
と
し
た
世
界
秩
序
の
構
築
に
向
け
、
宇
宙
観
と
皇
国
観
が
変
化
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
す
な
わ
ち

藤
澤
は
、『
世
紀
の
預
言
』
で
、
日
本
と
天
皇
を
万
国
の
中
心
と
捉
え
、
皇
国
た
る
日
本
が
世
界
を
教
導
し
て
真
の
平
和
を
築
く
使
命
が

あ
る
と
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
藤
澤
の
思
想
や
言
説
に
お
い
て
、
当
時
の
社
会
的
背
景
と
藤
澤
の
著
作
と
の
関
連
性
や
、
当
該
時
期
を
考
え
る
上
で
欠
か
す

こ
と
の
出
来
な
い
青
少
年
の
思
想
善
導
に
つ
い
て
藤
澤
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。

註

（
1
）　

藤
澤
に
つ
い
て
は
阪
本
是
丸
「「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
神
社
・
神
道
に
関
す
る
素
描
」（『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
六
号
、
平

成
二
四
年
三
月
）
に
て
、
藤
澤
親
雄
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
テ
ー
マ
設
定
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
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昭和戦前期の神道・国学と社会に関する一考察

　
　
「
…
現
実
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
具
現
化
た
る
「
八
紘
一
宇
」
は
官
民
を
問
わ
ず
様
々
な
解
釈
で
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
超

国
家
主
義
」
化
に
向
か
ふ
の
は
当
然
で
あ
り
、そ
の
「
理
論
的
学
問
的
根
拠
」
の
た
め
に
古
事
記
は
も
と
よ
り
、内
外
の
「
超
古
代
文
献
（
偽

書
）」
は
動
員
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。」（
同
四
三
ペ
ー
ジ
）

（
2
）　

と
り
わ
け
筆
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
大
國
隆
正
に
関
し
て
は
、
大
崎
勝
澄
『
大
國
隆
正
』（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
昭
和
一
八
年
）、
大

月
隆

『
天
皇
信
仰
の
首
唱
者
大
國
隆
正
』（
産
業
経
済
社
、
昭
和
一
七
年
）、
岡
田
實
『
大
國
隆
正
』（
地
人
書
館
、
昭
和
一
九
年
）
な
ど

が
あ
る
。

（
3
）　

臼
井
裕
之
は
「
国
際
派
か
ら
オ
カ
ル
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
へ　

〜
藤
澤
親
雄
の
足
跡
を
追
う
〜
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
紀
要
』

第
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
国
際
派
と
し
て
知
ら
れ
た
藤
澤
が
「
右
派
」
へ
転
向
し
、
そ
の
後
「
オ
カ
ル
ト
的
学
説
」
を
展
開
し
て

い
く
藤
澤
の
学
問
の
「
足
跡
」
を
戦
後
の
活
動
ま
で
視
野
を
広
げ
、
考
察
を
試
み
て
い
る
。
臼
井
は
藤
澤
の
学
問
的
変
転
を
西
洋
へ
の
劣
等

感
か
ら
変
じ
た
、
日
本
の
優
越
性
に
お
い
て
生
ま
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
藤
澤
の
オ
カ
ル
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
な
る
も
の
を
一
言

で
要
約
す
る
に
、
臼
井
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
強
引
に
日
本
の
優
越
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
オ
カ
ル
ト
的
な
学
説
に
ま
で
手

を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。
臼
井
の
視
点
は
、
藤
澤
が
当
初
よ
り
、「
超
国
家
主
義
的
」
な
理
論
を
展

開
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
海
外
経
験
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
藤
澤
の
著
作
の
考
察
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
藤
澤
が
著

作
に
お
い
て
、
当
初
よ
り
突
飛
な
「
超
国
家
主
義
」
論
を
展
開
し
た
訳
で
は
な
い
事
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
臼
井
も
引
用
す
る
『
創
造
的

日
本
学
』（
小
見
山
登
編
、
日
本
文
化
連
合
会
、
昭
和
三
九
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
難
波
田
春
夫
の
随
想
の
如
く
「
縦
横
無
尽
に
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
が
雑
然
と
延
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
」（
二
五
〇
頁
）
と
い
う
感
想
に
陥
り
が
ち
と
な
ろ
う
。

（
4
）　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
南
博
が
監
修
し
た
、
明
治
以
降
か
ら
昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
ま
で
に
出
版
さ
れ
、
絶
版
と
な
っ
て
い
る
南
の
説
く
、「
日

本
人
論
」
に
つ
い
て
の
論
考
を
復
刻
し
た
『
叢
書　

日
本
人
論
』
二
二
に
藤
澤
の
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。（
大

空
社
、
平
成
九
年
）
こ
の
解
説
が
一
般
的
な
藤
澤
評
の
好
例
と
い
え
よ
う
。
解
説
の
冒
頭
で
、
南
は
藤
澤
と
そ
の
著
作
を
「
著
者
は
、
九マ州

大マ学
で
政
治
学
の
教
授
を
つ
と
め
、
昭
和
年
代
に
日
本
国
体
論
に
も
と
づ
く
日
本
精
神
論
を
唱
え
た
、
皇
室
中
心
主
義
者
で
あ
る
。
本
書
は

そ
の
評
論
集
で
あ
り
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
六
月
、
日
米
開
戦
の
半
年
前
に
刊
行
さ
れ
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
代
表
的
な
擁
護
論

と
な
っ
て
い
る
」
と
藤
澤
の
履
歴
と
思
想
を
挙
げ
、
挙
句
は
「
博
学
な
著
者
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
代
弁
者
と
し
て
、
知
識
を
非
論
理
的
に
ふ

り
ま
わ
し
た
著
書
で
あ
る
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
そ
も
そ
も
藤
澤
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
自
体
を
肯
定
も
「
代
弁
」
も
し
て
い

な
い
こ
と
は
、
著
作
を
通
し
て
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
南
の
い
う
「
文
化
」
の
概
念
は
精
神
文
化
と
物
質
文
化
に
分
け
、
物
質
文

52
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化
の
発
展
を
「
文
明
」
と
す
る
こ
と
が
「
常
識
」
で
あ
る
と
し
、
藤
澤
の
意
見
が
読
者
を
混
乱
さ
せ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
な
ぜ
藤
澤
が
政

治
思
想
を
語
る
に
あ
た
っ
て
精
神
的
「
文
化
」
と
「
文
明
」
に
つ
い
て
使
い
分
け
た
か
に
つ
い
て
南
自
身
詳
細
な
言
及
は
な
く
、
解
説
を
読

む
者
を
混
乱
さ
せ
る
。

（
5
）　

戦
後
公
職
追
放
解
除
後
は
芝
浦
工
業
大
学
・
日
本
大
学
・
国
士
舘
大
学
教
授
を
歴
任
。
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
七
月
二
三
日
逝
去
、

享
年
六
九
歳
。
他
に
、『
神
道
人
名
辞
典
』（
神
社
新
報
社
、
昭
和
三
〇
年
）
か
ら
戦
後
神
社
本
庁
参
与
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
藤
澤
の
神
道
人
と
し
て
の
活
動
は
藤
澤
親
雄
『
神
道
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
旅
―
北
南
米
知
識
層
の
反
響
』（
神
社
本
庁
、
昭
和
三
四
年
）

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
藤
澤
の
遺
稿
や
諸
家
追
悼
・
随
想
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
、
小
見
山
登
編
『
創
造
的
日
本
学
』（
日
本
文
化

連
合
会
、
昭
和
三
九
年
）
の
「
経
歴
年
譜
抄
」
も
参
照
の
こ
と
。

（
6
）　

こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
の
主
た
る
研
究
対
象
で
あ
る
大
國
隆
正
の
音
義
学
や
神
観
念
を
取
り
入
れ
た
世
界
観
を
形
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
近
代
日
本
思
想
に
お
け
る
大
國
隆
正
の
位
置
が
見
え
る
一
例
と
し
て
好
適
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
産
霊
」
や
「
造
化
三
神
」

の
捉
え
方
、
位
置
づ
け
が
、
藤
澤
が
展
開
す
る
日
本
と
い
う
国
柄
を
説
明
す
る
こ
と
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

（
7
）　
『
全
体
主
義
と
皇
道
』（
東
洋
図
書
、
昭
和
一
五
年
）、『
世
紀
の
預
言
』（
偕
成
社
、
昭
和
一
七
年
）、
な
ど
に
詳
し
い
。『
全
体
主
義
と
皇
道
』

で
は
西
洋
的
国
際
法
の
欠
陥
を
挙
げ
、
大
國
隆
正
の
著
作
で
あ
る
『
新
眞
公
法
論
』
を
引
用
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

 

明
治
維
新
の
隠
れ
た
る
功
勞
者
と
し
て
、
其
の
思
想
的
確
立
に
重
大
な
る
寄
与
を
な
し
た
天
才
的
國
學
者
、
大
國
隆
正
は
、
萬
國
平
等
の

西
洋
流
形
式
國
際
法
の
根
本
的
欠
陷
を
深
く
認
識
し
、「
生
み
た
る
」
元
靈
的
一
者
と
、
そ
れ
か
ら
「
生
ま
れ
た
る
」
分
靈
的
多
者
と
の

間
に
當
然
存
在
す
べ
き
上
下
立
體
の
宇
宙
自
然
的
關
係
に
基
き
、
日
本
的
に
し
て
而
も
同
時
に
世
界
的
に
普
遍
す
べ
き
新
た
な
る
國
際
公

法
を
樹
立
す
べ
き
こ
と
を
力
説
し
て
ゐ
る
。
隆
正
は
、
そ
の
雄
著
「
新
眞
公
法
論
」
に
於
て

　
　
　
　

 「
日
本
に
て
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
神
（
天
之
御
中
主
神
）
と
云
ひ
傳
へ
た
る
神
靈
は
、
正
し
く
西
洋
地
方
に
て
は
天
主
と
云
ふ
も
の
、

支
那
に
て
は
上
帝
天
帝
な
ど
と
云
ふ
も
の
に
し
て
、
そ
の
次
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
神
（
高
御
靈
神
）
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
神
（
神
御
靈
神
）

と
云
ひ
傳
へ
た
る
は
、
支
那
に
て
造
物
者
と
云
ふ
も
の
な
り
。
そ
の
上
帝
造
物
者
が
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
（
伊
弉
那
諾
命
）
イ
ザ
ナ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
（
伊
弉
那
冊
命
）
に
課
せ
て
、
萬
國
を
生
み
出
さ
し
め
給
へ
り
。
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
云
ふ
は
、
地
球
の
精
霊
假
り
に
人

の
男
の
形
を
現
は
し
、
天
上
萬
物
の
種
子
を
下
界
に
下
し
給
へ
り
。
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
云
ふ
は
、
地
球
の
精
霊
假
り
に
人
の
女
の
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形
を
現
は
し
萬
國
を
初
め
と
し
、
萬
物
を
此
の
地
球
上
に
生
み
出
し
給
へ
り
。
初
め
に
萬
國
を
生
み
、
後
に
日
本
國
を
生
み
給
へ
り
。

初
め
に
生
み
給
へ
る
萬
國
は
女
人
先
言
と
云
ひ
て
、
下
剋
上
の
國
な
り
。
後
に
生
み
給
へ
る
日
本
國
は
改
言
と
云
ひ
て
、
上
生
下
の
國

な
り
。
之
れ
に
依
り
萬
國
は
そ
の
王
統
定
ま
ら
ず
、
日
本
は
神
代
よ
り
皇
統
違
は
せ
給
は
ず
、
之
れ
に
依
り
日
本
を
本
と
し
尊
と
し
萬

國
を
末
と
し
卑
し
と
す
る
な
り
。
こ
れ
は
、我
が
日
本
の
古
傳
に
て
、其
の
後
年
を
追
ひ
、日
を
追
ひ
、そ
の
徴
つ
ぎ
つ
ぎ
に
現
は
れ
て
、

支
那
人
の
中
華
と
誇
り
、
夷
狄
と
賤
し
む
る
類
に
あ
ら
ず
。
之
れ
に
依
り
我
等
は
我
が
日
本
の
古
説
を
眞
の
公
法
と
し
西
洋
に
造
ら
れ

た
る
公
法
を
眞
の
公
法
と
は
思
は
ざ
る
な
り
。」

　
　
　

 　

更
に
隆
正
は
、
自
由
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
立
脚
す
る
西
洋
流
國
際
法
が
、
各
國
家
を
形
式
的
平
等
の
存
在
と
し
て
取
り
扱
つ
て
ゐ
る

こ
と
に
反
對
し
、
國
家
間
に
は
、
實
質
的
な
る
差
等
的
順
位
が
存
立
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
ゐ
る
。
結
局
、
隆
正

は
我
が
日
本
が
、
世
界
最
高
の
道
義
國
家
で
あ
る
こ
と
を
、「
さ
て
、
そ
の
萬
国
の
中
に
、
只
日
本
國
の
天
皇
の
み
神
代
よ
り
皇
統
を
傳

へ
お
は
し
ま
す
な
り
。
さ
れ
ば
、
此
の
日
本
國
の
天
皇
を
世
界
の
總
王
と
し
て
、
萬
國
よ
り
仰
ぎ
奉
る
こ
と
誠
に
理
の
當
然
な
り
と
述
べ

て
い
る
。（
一
五
七
―
一
五
八
頁
）

　
　

加
え
て
藤
澤
は
「
我
國
の
優
れ
た
る
思
想
家
は
、
何
れ
も
、
皇
國
の
宇
宙
的
生
命
に
對
し
、
大
國
隆
正
と
同
様
な
る
信
念
を
懐
い
て
ゐ
る
。」

（
一
六
〇
頁
）
と
し
て
佐
藤
信
淵
の
『
混
同
秘
策
』
や
平
田
篤
胤
の
『
古
道
大
意
』
を
引
用
し
て
い
る
。
藤
澤
の
理
想
と
す
る
政
治
と
、
日

本
の
使
命
が
隆
正
の
思
想
を
基
底
と
な
す
こ
と
が
う
か
が
え
る
興
味
深
い
内
容
と
い
え
よ
う
。

（
8
）　

大
谷
伸
治
「
藤
澤
親
雄
の
「
日
本
政
治
学
」
―
矢
部
貞
治
の
衆
民
政
論
に
対
す
る
批
判
を
手
が
か
り
に
―
」（『
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
研
究
論
集
』
１
１
号
、
平
成
二
三
年
。）

（
9
）　

今
井
隆
太
「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
に
お
け
る
危
機
の
学
問
的
要
請
と
応
答
の
試
み
」（『
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
第
七
号
、平
成
一
三
年
。）

（
10
）　

前
掲
大
谷
論
文
一
〇
頁
を
参
照
。

（
11
）　
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
の
初
出
は
思
想
問
題
小
輯
四
と
し
て
文
部
省
か
ら
非
売
品
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で

は
文
部
省
発
行
の
も
の
を
参
照
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
に
向
け
て
販
売
さ
れ
た
も
の
が
昭
和
九
年
一
二
月
二
五
日
に
日
本
文
化
協
会
か
ら
出

版
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

同
一
頁
。

（
13
）　

藤
澤
が
理
想
と
す
る
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
表
現
こ
そ
著
作
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
概
念
は
変
わ

る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、平
易
な
講
演
録
で
あ
る
『
皇
道
政
治
学
概
論
』（
藤
澤
親
雄
述
、大
東
文
化
協
会
、昭
和
八
年
八
月
）
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で
も
、「
家
族
の
基
本
的
道
徳
た
る
「
孝
」
と
國
家
の
基
本
的
道
徳
た
る
「
忠
」
と
が
最
も
自
然
に
一
致
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
忠

孝
一
致
は
我
が
國
體
の
本
義
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
之
を
詳
言
し
ま
す
る
と
純
眞
な
る
親
と
子
の
愛
た
る
孝
が
そ
の
ま
ゝ
に
擴
充

せ
ら
れ
て
臣
民
が
天
皇
に
對
す
る
至
誠
の
情
緒
た
る
忠
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。」（
一
頁
―
二
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
天
皇
を
中
心
と

し
た
家
族
的
国
家
体
制
が
そ
の
後
の
藤
澤
の
国
体
論
・
皇
道
論
の
基
本
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
詳
細
な
検
討
は
後
稿
を
期
し
た
い
。

（
14
）　
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』
二
六
頁
。

（
15
）　

同
三
〇
頁
。

（
16
）　

同
三
〇
―
三
一
頁
。

（
17
）　

同
四
四
―
四
五
頁
。

（
18
）　

同
三
三
頁
。

（
19
）　

同
三
四
頁
。

（
20
）　

同
三
四
―
三
五
頁
。

（
21
）　

藤
澤
は
抽
象
的
遊
離
人
を
宗
教
的
な
る
も
の
か
ら
引
き
離
し
て
し
ま
う
こ
と
に
近
代
主
義
の
根
本
的
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
特
に
ボ
ル
シ
ェ
イ
ズ
ム
に
関
し
て
は
「
…
人
間
生
活
が
經
濟
的
環
境
並
に
生
産
關
係
に
よ
つ
て
制
約
せ
ら
れ
る
と
説
く
マ
ル
ク
ス
主

義
が
、
現
代
人
の
關
心
を
大
い
に
そ
ゝ
つ
た
事
は
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
。」（
同
五
一
頁
）
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
流
行
す
る
要
因
を
整
理
し

て
い
る
が
、天
な
る
宗
教
、或
い
は
神
を
否
定
し
天
と
人
と
を
引
き
離
し
て
し
ま
っ
た
事
を
「
…
餘
り
に
經
濟
的
な
も
の
に
捉
は
れ
結
局
我
々

の
求
め
る
最
後
の
理
想
よ
り
、
離
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。」（
同
頁
）
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

（
22
）　
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』、
三
五
頁
。

（
23
）　

同
三
七
頁
。

（
24
）　

イ
タ
リ
ア
の
詩
人
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
が
指
揮
を
と
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
領
リ
エ
カ
を
巡
っ
た
領
土
問
題
の
事
を
指
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
戦
勝
国
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
の
権
利
主
張
を
訴
え
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
、

ベ
ニ
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
影
響
を
与
え
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
先
駆
者
と
も
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
藤
澤
は
「
ボ
ル
シ
ェ
ヸ
ズ
ム
的

無
統
制
状
態
」
と
し
て
評
価
を
し
て
い
な
い
所
な
ど
は
、
藤
澤
は
単
な
る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
肯
定
者
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

（
25
）　
『
西
歐
近
代
思
想
と
日
本
國
體
』、
三
八
頁
。

（
26
）　

同
四
二
頁
。
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（
27
）　

註
26
に
同
じ
。

（
28
）　

同
四
三
―
四
四
頁
を
参
照
。

（
29
）　

同
五
二
―
五
三
頁
。

（
30
）　

同
五
四
頁
。

（
31
）　

註
31
に
同
じ
。

（
32
）　

同
六
四
頁
。

（
33
）　

同
六
六
頁
を
参
照
。

（
34
）　

青
年
教
育
普
及
会
、
昭
和
一
〇
年
三
月
。

（
35
）　
『
近
代
政
治
思
想
と
皇
道
』、
五
一
頁
。

（
36
）　

同
五
二
―
五
三
頁
を
参
照
。

（
37
）　

同
五
五
頁
。

（
38
）　

同
五
五
―
五
六
頁
。

（
39
）　

同
六
三
―
九
二
頁
。

（
40
）　

他
に
も
藤
澤
は
天
皇
と
ヒ
ト
ラ
ー
を
比
較
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ど
の
よ
う
な
努
力
を
払
っ
た
と
し
て
も
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
真
の
王
者
」

た
る
資
格
を
持
つ
こ
と
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
治
下
に
於
け
る
ド
イ
ツ
人
は
眞
の
意
味
に

於
け
る
自
由
を
完
全
に
享
受
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
相
當
覇
道
的
色
彩
が
強
く
働
い
て
ゐ
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
又
我
が
國
に
於
い
て
は
皇
位
は
肇
國
の
始
め
よ
り
絶
對
に
確
立
し
、
萬
世
一
系
の
天
皇
の
み
が
國
家
最
高
権
威
者
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。

然
る
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
享
有
す
る
権
威
の
基
礎
は
極
め
て
薄
弱
で
あ
り
何
時
打
倒
さ
る
ゝ
や
も
測
り
難
い
。
畏
く
も
我
が
國
の
天
皇
は
現
人

神
と
し
て
國
民
全
體
の
宗
教
的
信
仰
の
對
象
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
之
に
反
し
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
如
き
は
單
な
る
一
人
間
で
あ
つ
て
如
何
協
力

を
擁
す
る
も
ド
イ
ツ
國
民
全
體
の
信
仰
の
對
象
と
な
る
事
は
出
來
な
い
。」（
同
九
六
―
九
七
頁
）
こ
の
観
点
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
指
導

者
（ Il D

uce

）
の
弱
点
を
指
摘
し
た
内
容
に
類
似
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
藤
澤
が
天
な
る
も
の
と
地
な
る
も
の
が
有
機
的
に
人
と
結
ば

れ
る
社
会
を
理
想
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
41
）　
『
近
代
政
治
思
想
と
皇
道
』、
九
二
―
三
頁
を
参
照
。

（
42
）　

同
九
四
―
九
五
頁
。
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（
43
）　
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』、
一
九
頁
―
二
〇
頁
を
参
照
。

（
44
）　

こ
の
よ
う
に
「
語
釈
」
を
頼
り
に
万
物
を
読
み
解
く
一
音
一
義
的
な
解
釈
の
方
法
は
、
藤
澤
が
挙
げ
た
平
田
派
の
国
学
者
で
あ
る
林

臣

の
み
な
ら
ず
、
大
國
隆
正
も
『
音
図
神
解
』
や
『
古
伝
通
解
』
な
ど
多
く
の
著
作
で
試
み
て
い
る
。

（
45
）　
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』、
二
二
頁
―
二
三
頁
。

（
46
）　

同
五
九
頁
。
こ
の
造
化
三
神
の
思
想
は
か
つ
て
大
國
隆
正
が
述
べ
た
宇
宙
観
・
世
界
観
と
酷
似
し
て
い
る
。
隆
正
は
天
之
御
中
主
神
は
万

物
全
て
に
宿
り
、
森
羅
万
象
全
て
の
中
点
を
な
す
存
在
で
あ
る
と
、『
神
理
一
貫
書
』（
野
村
伝
四
郎
編
『
大
國
隆
正
全
集　

第
五
巻
』、
有

光
社
、
昭
和
一
四
年
）
な
ど
数
多
く
の
著
作
に
お
い
て
論
じ
て
お
り
、
生
涯
一
貫
し
て
い
た
。
大
國
隆
正
の
述
べ
る
神
観
念
に
つ
い
て
は
拙

稿
「
大
国
隆
正
の
神
観
念
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
６
号
、
平
成
二
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
47
）　

国
際
連
盟
に
つ
い
て
藤
澤
は
「
今
日
日
本
が
脱
退
す
る
の
已
む
な
き
に
到
つ
た
國
際
聯
盟
の
如
き
は
、
非
本
然
的
倫
理
生
活
の
み
を
知
つ

て
、
眞
の
意
味
に
於
け
る
人
間
の
倫
理
性
を
認
識
せ
ざ
る
マ
ン
（
こ
こ
で
用
い
て
い
る
「
マ
ン
」（M

an

）
と
は
、
誰
で
も
な
い
が
又
誰
で

も
あ
る
所
の
中
性
的
存
在
と
規
定
し
、
人
格
（Person

）
と
区
別
し
て
藤
澤
は
用
い
て
い
る
―
引
用
者
註
―
）
の
組
織
で
あ
り
、
主
張
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
漫
然
と
世
界
の
國
際
平
和
を
説
く
だ
け
で
は
、
決
し
て
人
類
と
し
て
の
生
活
は
安
堵
せ
ら
れ
な
い
。
や
は
り
、
王
者
的
な

國
民
が
深
い
倫
理
的
關
心
か
ら
全
人
類
の
た
め
に
責
任
を
負
ひ
、
世
界
を
覺
醒
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（『
西
洋
近
代
思
想

と
日
本
國
體
』、
二
八
頁
）
と
述
べ
る
。
国
際
連
盟
の
説
く
平
和
は
、
藤
澤
に
と
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
世
界
主
義
的
思
想
と
大
差
な
く
、

真
の
国
際
平
和
に
必
要
な
も
の
は
、
人
間
が
持
つ
道
徳
的
情
操
を
涵
養
す
る
民
族
精
神
や
家
族
主
義
に
こ
そ
あ
る
と
力
説
す
る
。
こ
の
概
念

は
藤
澤
の
著
作
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
。

（
48
）　

藤
澤
の
「
道
」
と
い
う
概
念
は
時
代
に
よ
っ
て
解
釈
が
都
度
付
加
さ
れ
て
い
く
。
当
初
は
、道
の
字
を
分
解
し
「
辶
」
の
字
は
「
彳
」
と
「
止
」

で
構
成
さ
れ
る
と
し
、
そ
こ
に
霊
が
宿
る
人
体
で
最
も
重
要
な
部
位
で
あ
る
「
首
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
る
と
説
く
（『
日
本
的
思
惟
の
諸

問
題
』、
八
〇
頁
）。
こ
れ
を
字
義
の
み
な
ら
ず
音
義
と
し
て
解
釈
し
た
も
の
に
、
道
＝
「
御
血
」
の
概
念
が
あ
る
。
藤
澤
は
道
の
本
義
を
次

の
よ
う
に
解
釈
す
る
。「
想
ふ
に
神
な
が
ら
の
み
ち
と
は
御
血
で
あ
り
我
々
の
神
秘
的
な
生
命
の
根
源
か
ら
湧
き
出
で
過
去
現
在
未
来
を
貫

い
て
不
變
に
流
れ
て
行
く
民
族
の
「
神
聖
な
る
血
液
」
を
意
味
す
る
も
の
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。」（『
我
が
國
體
と
世
界
新
秩
序
』、
昭

和
一
六
年
四
月
三
〇
日
発
行
、
二
頁
）

（
49
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
藤
澤
は
翼
賛
政
治
の
国
民
に
対
す
る
注
意
点
と
し
て
、『
大
政
翼
賛
会
実
践
綱
領
』
の
「
今
や
世
界
の
歴
史
的
轉
換

期
に
直
面
し
、
八
紘
一
宇
の
顯
現
を
國
是
と
す
る
皇
國
は
、
一
億
一
心
全
能
力
を
舉
げ
て　

天
皇
に
歸
一
し
奉
り
、
物
心
一
如
の
國
家
體
制
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を
確
立
し
、
以
て
光
輝
あ
る
世
界
の
道
義
的
指
導
者
た
ら
ん
と
す
」
と
い
う
一
文
を
も
っ
て
、
翼
賛
体
制
に
お
け
る
国
民
の
政
治
に
対
す
る

あ
り
方
は
、
時
の
政
府
を
支
持
し
た
り
、
時
の
総
理
大
臣
を
翼
成
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
50
）　
『
日
本
的
思
惟
の
諸
問
題
』、
八
頁
―
九
頁
を
参
照
。

（
51
）　
『
世
紀
の
預
言
』、
八
―
九
頁
。

（
52
）　

同
九
頁
。

（
53
）　

同
二
二
頁
。

（
54
）　

同
二
九
頁
。

（
55
）　

同
三
三
頁
を
参
照
。
た
と
え
ば
、
考
古
学
や
民
俗
学
に
関
し
て
は
、「
古
代
民
族
に
と
っ
て
は
生
け
る
実
在
で
あ
り
、
太
古
の
時
代
に
生

き
た
人
々
の
人
生
に
於
る
最
高
の
規
範
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
か
ら
、
民
族
精
神
の
涵
養
に
は
、
古
来
の
民
族
性
を
学
問
に
見
出
す
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
藤
澤
は
、
自
ら
民
族
精
神
の
涵
養
す
る
学
問
的
実
践
と
し
て
、「
超
古
代
」
文
献
や
歴
史
的
事
実
を
越
え

た
神
話
学
を
展
開
し
て
、
理
論
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
藤
澤
の
思
想
的
画
期
の
考
察
に
つ
い
て

は
後
稿
に
て
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
56
）　

同
五
四
頁
。

（
57
）　

同
四
四
頁
。

（
58
）　

同
四
七
―
四
八
頁
。

（
59
）　

同
二
八
一
頁
。

（
60
）　

同
二
六
一
頁
。

【
付
記
】　

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
「
昭
和
前
期
に
お
け
る
神
道
・
国
学
と
社
会
」

に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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